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藤田育美（以下 F）：徳島県知事に就任され
3 か月ということで対談をお願いしましたとこ
ろ、快くお引き受けいただきありがとうござい
ます。
　徳島県に婦人会ができて今年で 75 年にな
ります。元々は「国防婦人会」から始まりま
した。少子高齢化で我々も高齢化と会員の減
少に悩んでおります。私たちは、「地域婦人
会活動」と「日赤奉仕団」・「結核予防婦人
会」の3 本柱で活動を行っています。今年度
は、「フェーズフリー」と「ウイズコロナ」
を活動テーマに取り組んでいます。
　早速ですが、県知事と国会議員の立場とで
は、どのような違いがあるかお伺いしたいと思
います。

後藤田正純（以下 G）：お声かけいただきあ
りがとうございます。国会議員から知事にと
いうのは、現場により近いところですぐ結果
が出る仕事がしたいという思いからなんです。
国の政策というのは、現場に浸透するのにス
ピードが遅いのです。知事に就任して3 か月
が経過しました。これまでの3 か月では、ス
ピード感をもって、現場の皆様の想いを実現
できている、速やかに対策を打てていると実
感できています。現場目線で素早くする必要
性を感じ、素早く対応できる政治判断が知事
のいいところだと思います。また、県の風評
や評価も常に考えています。県民の幸福感を
上げ、「シビックプライド」（県民の誇り）を
いかに高めていくか、日々奔走しております。
種も蒔かせていただいておりますが、少しずつ
結果が出てきており収獲が楽しみなものもたく
さんあります。

F: 婦人会員は新聞やニュースで情報を得て、
知事の動向に期待しています。婦人会は、「エ
シカルノート」を作成したり、防災学習会を
開催し、災害時における訓練を行ったり、機
関誌「なでしこ」に「わが町自慢」の記事
を掲載するなど、地域の取り組みを発信して
います。

G：22 年間国会議
員を務めてきました
ので、皆さん方が
各地域で敬老会や
イベントなどに取り
組んでいただいて
いることは、よくわ
かっています。その活動がさらに広がるよう
に、県としてもできることを検討し協力します。
「地方創生戦国時代」の中で自らがアイデア
を出し取り組めるようになるには、あと1年く
らいかかると思っています。婦人会は、「ダイ
バーシティ」は関係ないのですか。

F:関係あります。各地域ではさまざまな方と
活動を共にしています。芸能大会も、三世代
交流ということで、伝統芸能の振興、発展を
継承していくという趣旨で、出演していただい
ています。過去の歴史を次世代に受け継ぎ伝
えていく活動として、北方領土返還運動とか、
戦争体験を語り継ぐ会も 40 年近く開催してお
ります。婦人会では、今年は、四国大会を
徳島で引き受け、四国４県で「四国はひとつ」
ということをテーマに討論していきたいと思っ
ています。
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G：いいですね。四国新幹線の話ですが、
徳島県だけが淡路ルートだと声を上げてい
るので、もう一回現実に引き戻して、岡山
ルートにしても 4 県とも新大阪駅まで 100
分以内に行けるということ。新幹線は地元
が建設費の数十パーセント負担しなければ
いけないということを県民の皆さんに伝え
ていきます。
　県の調査で「若者がなぜ流出するのか」
に、一番は仕事がない、それに匹敵する
ぐらい保守的な習慣が嫌だ、という意見
がありました。チームラボの猪子さんから
は「私は徳島が好きなんだけど、みんな
で手をつないで行きましょう、目立っちゃ
ダメよ、という同調圧力は大嫌い。」とい
う話もありました。私は意見を言い過ぎて
怒られましたが、意見を言うのが当たり前
という世の中にしていきたいと思います。
高校生に校則の見直しをする機会を提供す
るから学校の先生と戦えと、社会常識や
時代に合わない学校の「ブラック校則」
について問題提起しました。生徒自らが校
則の必要性を考え、議論して改革していく
ことをしなければ、日本を徳島を引っ張っ
ていくリーダーが出てこないと考えていま
す。
　これまでは、会社が人を選べる時代で
ありましたが、今は会社が選ばれる時代
です。徳島の企業が子ども達から選ばれ
るためには、中小零細企業が生産性を上
げ、強くなるように支援していく必要があ
ります。SDGｓを理解しているか、子育て
や「こどもまんなか社会」についてきちん
と考えているか、賃金や労働環境などをき
ちんと考えているかどうか、そうでない企
業には、若者は入ってこないと思います。

F：一生懸命な知事の
話を聞けてよかった。
瀬戸大橋は新幹線が通
る構造に設計されてい
るので建設費は1/3 程
度であることなどをみん
なが知らなければいけ
ませんね。

F：徳島県の観光についてのお考えをお聞
かせください。

G：徳島は、四国で唯一格安航空会社
（LCC）が就航しておらず、国際定期便も
就航していません。
　パスポートを所持している人は、全国
16％、本県10％と低くなっています。そこ
で、阿波おどり空港に LCCを誘致し、全
国や世界とつながる徳島を目指していきた
いと考えています。まずは、台湾－徳島の
チャーター便から始め定期便へ、タイ－徳
島の直行便にも交渉を進めようと考えてい
ます。

F：知事就任（R5.5.18）からちょうど 3
か月となります。これまでを振り返って、
現在の想いをお聞かせください。 

G：若者向けに発信している県公式 SNS で
ある「X」のフォロワーは1万 6000 人、
「LINE」の県公式アカウントでは 4000 人
にとどまっています。どのようにすれば県
民に必要な情報を素早く、確実に届けら
れるかと考えています。

G：さらに、災害時避難場所における空調
設備の状況や女性トイレの数が足りている
のか調査する必要があります。また、自
転車のヘルメット着用率の向上に取り組ん
でいきますのでご協力お願いいたします。

F：県婦連としても、交流芸能大会を青年
会議所と組んで実施するなど、新しい考え
方を取り入れて協力しながら活動していき
たいと思います。また、北方領土の返還
運動や今年度は全女連(旧全地婦連 )の
四国大会が徳島で開催されます。知事へ
の期待度は高くぜひご出席頂きたいと思っ
ています。今日はありがとうございました。

（対談日:令和 5年 8月 17 日）
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私たちと一緒に、女性の視点から様々な活動や問題に取り組み、よりよい地域
を創って下さる方を募集しております。現在、県婦人会では婦人会活動、日赤奉
仕団活動、結核予防活動を中心に様々な活動に取り組んでいます。多くの皆様
と共に活動することで地域が更に元気になり、活気が出てくると思います。女性
だけでなく男性の会員も歓迎いたします。地域の発展に貢献できる団体として活
動していきましょう。

地域の婦人会会長へお申し込みいただくか県婦連事務局までご連絡ください。
TEL.088-622-9639(平日9時～15時まで)

婦人会員＆賛助会員の募集！

「なでしこ」は今年度から、年2回の発行となりまし
た。南部と中央の一部が前期の担当となり、以前と比
べ多くの地域の方に集まっていただき、原稿の編集を
お願いすることになりました。ページ数も増え、充実
した紙面になりました。ありがとうございました。

　佐那河内小学校5年生が、「ふるさと学習」で、米作

りを体験！

　6月、田植えをしました。はじめてぬるぬるした田

んぼに入って、足が抜けなかったよ！

　10月実りの秋、自分たちで植えた稲の刈り取り、束

作り、はで掛け、どれも初めての経験！たいへんだった！

体験学習の記念は、1本の稲穂！　11月のおはぎ作りが楽しみです。

佐那河内村 米作り体験学習佐那河内村 米作り体験学習

佐那河内小学校 5年生
感想

編 集
後 記
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複 十 字 シ ー ル 運 動
すべての人を結核から守りたい。

結核をなくすための複十字シール募金にご協力ください。

複十字シール運動（運動期間 ８月１日～１２月３１日）
複十字シ－ル運動は、複十字シールを媒体とした募金活動です。結核、肺がん、COPD（慢性閉

塞性肺疾患）などの呼吸器疾患をなくし、健康で明るい社会を作ることを目的に、世界各国で行わ
れている運動です。募金をいただいた方にシールを差し上げ、シールをお使いいただくことで運動
の輪が広がります。

県知事表敬訪問（県庁応接室）

令和４年度 募金額 2, 896, 696円

～複十字シール運動開始にあたり県知事表敬訪問～

複十字シ－ル運動開始にあわせ、結核予防会本部においては厚生労働大臣、各県支部にお
いては各都道府県知事を訪問し全国一斉にスタ－トしたところであります。
徳島県においても、去る８月４日（金）、公益財団法人とくしま未来健康づくり機構と一

般財団法人徳島県婦人団体連合会が共同で徳島県知事を表敬訪問し、複十字シ－ル運動の意
義及び目的をご理解いただき、結核予防思想について広く一般に伝え一層の普及を図ってい
ただくようお願いをしました。

公益財団法人とくしま未来健康づくり機構
（ 徳 島 県 総 合 健 診 セ ン タ － ）

（公財）結核予防会徳島県支部（公財）日本対がん協会徳島県支部
〒７７０－００４２徳島市蔵本町１丁目１０番地３
ＴＥＬ（088）633-2266 ＦＡＸ（088）633-1811
E-mail tokusoken@nifty.com http://www.toku-souken.ne.jp/
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あなたの が守るいのちと健康、尊厳

ご寄付に関するお問い合わせ先

〒770-0044

徳島県徳島市庄町三丁目12番地１

TEL:088-631-6000

FAX:088-631-6100

https://www.jrc.or.jp/chapter/tokushima/

日本赤十字社徳島県支部 検索

皆様から寄せられる赤十字活動支援費は
赤十字の人道活動に役立てられています

あたたかい、栄養ある食事の提供に。
胃も心も温めてくれる炊き出し釜を、
県内に216基設置しています。

避難所の劣悪な環境から要
配慮者や乳児を守りたい。
県内各市町村に配備してい
ます。

災害時の活動拠点として、
平時の防災訓練等で活躍。
県内に83張配備しています。

県内各地に配備している災害用移動炊飯器の「炊き出し釜」を「鉄板」と「受け座」に置き
換えて調理することができます。
炊き出し釜での「煮る・炊く」中心の炊き出しに「焼き」が加わることで、非常食メニュー
の幅が広がり、長期の避難生活を見据えた地域での「食」の支援が可能です。

戦時の救護活動から始まった赤十字。

現在、国内災害救護、国際支援、

医療、看護師育成、献血、社会福祉、

ボランティア育成など、

皆様のご支援に支えられています。

要支援者用段ﾎﾞｰﾙﾍﾞｯﾄﾞ 災害時活動用ﾃﾝﾄ

災害用移動炊飯器

赤十字災害用移動炊飯器「専用鉄板」

鉄板

受け座
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